様式第７号

企画提案書

令和　　年　　月　　日　
那須塩原市長　渡辺　美知太郎　様

所在地
代表事業者　商号又は名称
代表者職及び氏名　　　　　　　　　　　　
    （連　絡　先）
○ 担当部署名：　　　　 　　　　　　　　
○ 担当者名：　　　　　 　　　　　　　　
○ 電　　　話：　　　　 　　　　　　　　
○ E-mail：　　　　　　 　　　　　　　　
          　　　                

令和７年度那須塩原市青木地区脱炭素先行地域における畜産バイオガス発電事業化実現可能性調査業務公募型プロポーザルについて、実施要領等の内容を十分に確認した上で、企画提案書を提出します。
なお、企画提案書及び添付書類の記載事項は、事実と相違ないことを誓約します。
	本件業務については、酪農が盛んな青木地区で日々排出される家畜糞尿を資源として有効的に活用し、本市酪農の持続可能性を高め、地域の脱炭素に貢献することを目的とする。したがって、企画提案書には、本プロポーザルの実施要領及び仕様書等を参考に以下の項目について記載すること。

１　基本的な考え
　　昨年度の実施結果を踏まえ、業務を実施する際の方針を簡潔に記載すること。

２　提案事項
　以下の項目において、具体的に記載すること。
（１）勉強会の実施
勉強会を実施するにあたり、対象者、体制及び方法等を検討の上、どのような成果を目指すのか、その理由も含め示すこと。

（２）原料供給者（酪農家、事業者等）への二次ヒアリング
　　ヒアリングを実施するにあたり、体制及び方法等を検討の上、どのような　成果を　目指すのか、その理由も含め示すこと。

（３）畜産農家及び耕種農家へのアンケート調査及びヒアリング調査
　　アンケート及びヒアリングを実施するにあたり、対象者、体制及び方法等を検討の　上、どのような成果を目指すのか、その理由も含め示すこと。

（４）ふん尿以外のバイオマス資源の性状調査及び投入可能性のあるバイオマス資源を用いた混合発酵試験
　　性状調査及び発酵試験を実施するにあたり、対象資源、体制及び方法等を検討の　　上、どのような成果を目指すのか、その理由も含め示すこと。

（５）メタン発酵消化液の施肥試験
　　昨年度の実施した関係団体等との事前調整を基に、対象作物、体制及び方法等を検　討の上、どのような成果を目指すのか、その理由も含め示すこと。

（６）バイオガスプラント導入先進地域への視察
　　先進地域へ視察を行うにあたり、視察先、選定理由及び内容等を検討の上、どのよ　うな成果を目指すのか、その理由も含め示すこと。
　　




（７）那須塩原市畜産バイオガスプラント導入検討会議の開催支援
　　検討会議の目的を理解し、会議参加候補者の選定及びその理由、招集方法及び会議開催計画（体制、スケジュール等）を示すこと。

（８）実施運営体制
実施運営体制を記載すること。
詳細については、業務実施体制図(様式第６号)に図示すること。

（９）スケジュール
業務工程ごとの実施時期がわかるよう事業全体のスケジュールをわかりやすく記載すること。




